日本国憲法における自由権の歴史的・思想的背景と現代的意義 : 特に憲法一三条と二〇条に着目して by 中村 孝文



























































































間の憲法草案があった ことで る。そして民間草案のなかには、ラウエルが「いちじるしく自由主義的な諸規定」と評価する項目や、 「国民主権」が盛り込まれ 草案があっ という事実である。日本国憲法が、七〇年以上存続してきた背景には、民間草案にみられる発想や価値観 広く国民 間に共有 てきたからだと言えないであろうか。　
しかし、それにもかかわらず、戦後教育において、有機体論的国家観や天皇崇敬と「国体」が存続 反面、

































長である司教や修道院長に、俗人である自らの家臣を任命するという強引なやりかた」を押しすすめ、 「教会や修道院などの 会組織を国王支配の手段として統合」する「統治の新機軸」 、すなわち、 「教会の国家化」を確立したの った
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国の最後の拠点アッカ（アッコン）がマムルーク朝軍によって陥落し終わる。教皇が提案して世俗諸侯がそれに従うということ自体が教皇権の世俗権力への優位の証拠であるが、約二〇〇年間の十字軍によってもたらされた政治的影響は大きかっ 「キリスト教共同体」あるいは「信仰共同体」に正統性を付与していたのがカトリック信仰だったために、信仰が揺らげば「キリスト教共同体」それ自体の政治的 が動揺することになる。十字軍期のイスラム世界との交流は、イ ラム哲学、そして古代ギリシア哲学のカトリック世界への普及をもたらし、カトリック信仰を相対化する結果を招いた。 コラ学や大学の発達はカトリックの教義の立て直しをひとつの目的としていた。　
また、一四世紀になると、フランス王権（フィリップ四世）が、軍事的に教皇よりも優位に立ち める。






て、すでに述べた通り、教皇の優位のうちに結着し、 「キリスト教共同体」が成立した。しかし、一四世紀に入るとアナーニ事件に代表されるように、教会や修道院への課税をめぐる両者の対立、国王の離婚をめぐる両者の対立、フランス国内の高位聖職者の任命権をめぐる争いは フランス国王がローマ教皇を圧倒する形で結着する。この結果 一五一六年にはフランソワ一世とレオ一〇世の間に「ボローニャ政教和約」が締結され、フランス国内の高位聖職者の任命権はフランス国王が掌握することになる。この結果、カトリック勢力は、フランス国内ではフランス国王の支配下に置かれる。いわば、政治権力が、宗教界の頂点に立つ 一致体制が成立する。この体制がガリカニスムである。　
少し遅れて、イングランドでも政教一致体制が成立する。すなわち一五〇九年に即位したヘンリ八世は、修







































条約改正であったが、結局そ 目的ははたせなかった。目的を果たせはし かったものの、先進諸国の様子を目の当たりにした一行は 大久保利通を先頭にして一八七三（明治六）年以後徐々に帰国する。しかし、帰国後には留守政府と帰国組の間に征韓論をめぐる対立が起 いわゆる「明治六年一〇月の 変」である。こ政変によって、西郷隆盛、江藤慎平、板垣退助などの征韓論者が下野す そし この下野組の一部を指導者とする佐賀の乱等の士族 よる反乱が頻発する事態に発展する。士族反乱の最大かつ最終的なも が西郷のかかわった一八七七（明治一〇）年の西南戦争であった。　













































を欠くとして職を追われる事件となって現れる。それ以後、大正・昭和期には「国体」 （神的なルーツをもつ天皇が支配する国家のあり方）の絶対性の受容を個人に強制することによって、個人の思想・信条が国家によって形成されるようになっていく。そ 意味で、一九四五年までの日本は「中性国家」 」ではなかった。この家の性格は、ヨーロッパと比較するならば、一六世紀から一八世紀のガリカニスム、一六世紀、一七世紀のアングリカニズムに近い。それはまた同時に、宗教が政治権力の正統性を支えていた「キリスト教共同体」と同じ性質をもつ国家であった ゆえに、異端撲滅に狂奔した中世と同様に、思想犯の取締り 狂奔せざるをえなかった。　
敗戦後の日本国憲法の歴史的役割のひとつは、憲法二〇条と一九条に表現されているように、 「中性国家」で
あり、 「信教の自由」 、 「思想及び良心の自由」の自由等 自由権を各人に保証した点にある。その点で 図式化していえば、一九四七年も日本 憲法は、西欧の歴史に照らせば 一七八九年のフランスの「人権宣言」 、ないしは一七七六年のアメリカの「独立宣言」になぞらえることができる。　
それでは、 次に、 日本国憲法の「信教の自由」や「立憲主義」について、 その思想的ルーツを突きとめてみたい。
第二章
　「立憲主義」と自然権思想





































に支配されてい この法則が「自然法」 （ 「自然法則」
law
 of nature, natural law
）とよばれる。ストア派に




では、 人間はどのようにすれば 「自然法」 を知ることができるのだろうか？それは、 人間が自然に （生まれつき）
もっている、ものを知る能力を使うことによってである。ストア派の人びとはこれを「理性」 （ロゴス
logos ）











ストア派の人びとと同じように、人間を取り巻く世界（自然）は一定の法則に従って存在していると考える。彼は神学者であったし、当時はキリスト教が人びとの生き方の規範であった で、この法則をつくったのは神であるとして、世界は神によってつくられ、神のつくった法則に従って動いていると説明する。そして神が人間に守るように命じた掟を「自然法」という名前 よぶ。神 命じた掟である「自然法」
lex naturalis
の具体












































こと、敵から奪われないようにすることに尽きるとして、国家がもつ神秘性、あるいはそれ自身の独自性を否定した。しかも、ホッブズと同じように「政治社会」 （国家） が集まって自分たちの「固有権」を実現するために「つくった」ものであって、政府はきちんと 仕事を たさなければならない、もし政府が 個人の「固有権」の実現を怠った場合や、 「固有権」の実現を妨げるようなこと した場合には、政府をつ りかえる権利（ 「革命権」 ）を国民がもって るのだ、と説明した。　
ロックの思想でもう一点重要なことは 「自由」 の概念である。日常の言葉づかいのなかで、 「自由」 は 「放恣」 「放
縦」と同義語で用いられる場合もあるが、ロックの「自由」はそれとは異なる意味をもつ。そのことを憲法学者の樋口陽一は次のように説明する。　
すなわち、自由とは「多くの人びとが自分の選択に従って自分 人生を生きることを可能にしてくれるよう
な、 そういう社会システムをつくる 『自由』 」 なのである。
 樋口も言うように、 丸山真男はこの意味での自由を 「規

















the pursuit of happiness 」と言い換えて、この「生まれながらに」




「人権宣言」 （ 「人および市民の権利宣言」 ）である。その前文には次のように書かれている。 「国民議会として構成されたフランス人民の代表者たちは、 権利に対する無知、忘却または軽視が 公の不幸と政府の腐敗の唯一の原因であることを考慮し、人の譲りわたすことのできない神聖な自然的権利
les droits naturels, 






自由、かつ、権利において平等なものとして生まれ、生存 る。 」第二条 あらゆる政治的結合の目的は、時効によって消滅することのない自然的な諸 の保全























raison d’état, Staatsräson （ 「国益」と


































きた。しかし、 六〇九年、江戸幕府の命を受けた島津家久が琉球を攻め、首里を攻略し、琉球王をとらえて以来、幕藩体制にも組み込まれるという両属関係ができあがった。明治政府は 一八七一（明治四）年に廃藩置県を実施するが、琉球に対しては周回遅れで、翌一八七二年（明治五）年一〇月一六日に琉球王国を廃して琉球藩を設置し そのうえで、一〇月三〇日、琉球藩と諸外国との交際事務は東京の外務省が管轄することを琉球藩に通知した。琉球藩王尚泰は華族に列せら ること なった。 の決定に対して清国は冊封体制の一角が崩されたことに衝撃を受け日本政府に抗議した。明治政府はこうし 抗議にもかかわらず、 八七九（明治一二）年三月には松田道之 処分官に任じ、松田は警察官 軍隊を引き連れて首里 乗り込み武力で陥
日本国憲法における自由権の歴史的・思想的背景と現代的意義
21




そして、 「風土病やゲリラ的 抵抗に悩まされな らも」 、六月には台湾南部を占領した。この台湾出兵は、七一 （明治四） 年に台湾に漂着した宮古島の漁民が地元民に多数殺害されたことへの抗議を理由にしたものだった。しかし、より深い理由は、琉球が日本に属することを国際的 アピールすることだった。そもそも清国は、台湾が清国に属することを理由に出兵に強く反対していた。また、英米も反対し 。そのため、大久保利通が北京に赴き李鴻章と交渉して、清国を説得し、清国側 、日本の出兵を「保民の義挙」として認 るとの妥協が成立し と言われる。一〇月三一日、この台湾問題につき 清両国は「互換条款」を結び、 が償金五〇万両を支払いこ で決着した。そして、一二月三 日本軍は台湾から撤兵を開始することになる。　
日本は日清戦争後の一八九五（明治二八）年に台湾を征服するが、一八七四年の日本の軍隊の派遣が第一回


















































































朝鮮政府は清国軍の出兵を要請する。六月四日清国は軍を朝鮮に送ることを決定。それに対し、明治政府は六月七日に日本軍の朝鮮半島派遣を通告する。しかし、農民 と 政府 間に和睦が成立 。そのため朝鮮政府は日清両軍の朝鮮から 撤 要請するが、日本軍は撤兵に応じなかった。②「七月二三 戦争」と第二次甲午農民戦争　
一八九四（明治二七）年七月二三日「七月二三日戦争」が日本と朝鮮のあいだで行なわれる。これは、景福











































































































































































































































































































たる方向はすで このとき きあがってい と言えるだろう。　
一方中国側では、張作霖爆殺事件後、張学良の東三省易幟によって国民政府による全国統一が実現し 。そ

























小島晋治・丸山松幸 『中国近現代史』 は、 上海事変について、 次のよう 説明している。 「一九三二年一月一八日、























日には関東軍は熱河省侵攻作戦を開始する。三月 日には熱河省の省都承徳を占領し、七日には長城線に到達し、国民政府軍と衝突した。四 〇日 は万里 長城を越えて華北 侵入し 北京北方三〇キロから五〇キロの地点まで占領した。いっ ん撤退するが、五月七日には再び長城線を越えて北京に迫り、二一 通州を占領した。五月三一日にようやく塘沽停戦協定成立し　
塘沽停戦協定では次のことが決まった。①長城線を満州国と国民党政府の国境とする、②長城の内側を非武





















時系列でみてゆけば、 六月一〇日に梅津・何応欽協定が結ばれ、 国民党軍や国民党部が河 省から追放された。
続いて、六月二三日の土肥原・秦徳純協定によってチャハル省東部の非武装化や宋哲元軍の撤退など 合意された。　
一一月二五日冀東防共自治委員会が設立される。首都は通州である。ここで日本品の密輸入が行われ 。日































































































































































滅し、 五月二九日に アッツ島の日本軍二五〇〇人が全滅する。四三年後半になるとアメリカ軍はいわゆる「蛙飛び作戦」 （
L
eapfrogging, Island H
opping ） を開始する。米軍は九月四日、 ニューギニアのラエ、 サラモアに上陸、
一一月一日、ソロモン諸島のブーゲンビル島、二一日にはギルバート諸島のマキン島、タラワ島につぎつぎ上陸し、そのたびに日本軍は全滅や撤退を繰り返 。マキンとタラワでは五千四百人 守備隊が全滅した。　
こうした事態に対応して、九月三〇日の御前会議は「絶対確保すべき要域」 （いわゆる「絶対国防圏」 ）とし
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言受諾を提案。しかし 阿南陸相・梅津参謀総長・豊田軍令部長 、 のほかに、自主的撤兵、戦争
　





















































































もちろん、 丸山自身がこの問いに対する多様な回答をすでに提出し いる。ここではその回答を踏まえて、 「日















さらに次のような指摘も行なっている。 「近代日本の知識人のもの 考え方や道徳観念の一つの特徴は 時

























































































。 」教学局長はさらに続けてこう言う。 「 『本来個人主義は原子的・機械的であり、自由平






ている点に特徴がある。 のことは、個人が前国家的ないしは超国家的な価値として 自然権 主体であ という発想の否定である。それは、個人が国家理性 批判するこ を論理上不可能にしてしまう。　
それどころか、 天皇が「神」の地位におかれることによって、 なおいっそう批判は不可能になる。武田清子は、






との生命を軽んじると う政治指導者たち 「内的な要因」 （丸山眞男）は、まさに個人の「生命、自由及び幸福追求」を軽視したり、無視したりする個人主義の欠如にあったので ないだろうか それはまた、多く民衆の政治文化にもなっていた発想 かっ であろうか。堀田善衛が興味深いエピソードを紹介 い
武蔵野法学第 11 号
（4






























































次に、 「ドイツ・ロ ン派」についてコメントして以下のように言う。 「ドイツ人は、啓蒙主義の哲学的主知







































































福田歓一『政治学史』東京大学出版会 一 四、 二八頁。なお、福田歓一は「クリスト教共同体」と表記している。
　












明治憲法における権利の位置づけについては田中浩『国家と個人』岩波書店 八頁参照 田中浩によれば、 「旧憲法に










































  ロックの「自由」については、中村孝文「丸山真男におけるジョン・ロック研究の意図と意義」 『武蔵野法学』第五・
第六号参照。　
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  奈良本辰也編『吉田松陰著作選』講談社学術文庫、 一五五―一五九頁。吉田松陰は、 日本が朝鮮を従わせていた根拠を、
『古事記』に記されている神功皇后の三韓出兵に求めている。たしかに、 『古事記』中巻には、 「オキナガタラシヒメノ命」（神功皇后）が新羅を攻め服属させたと 記事が見いだせる（福永武彦訳『古事記』河出文庫、二六六頁以下） 。しかし、『角川日本史辞典 よれば神功皇后の存在それ自体が疑われ 。また、神功皇后の伝承には『古事記』と『日本書記』で相違が見いだせるため伝承を信頼することはできないと『日本人名辞典』 （三省堂）は言う。　
海野福寿『韓国併合』岩波新書、七頁。 「征韓論」については、吉野誠『明治維新と征韓論』 （明石書店）が詳しい。










































日本軍による処刑が行われた。海南付近二五〇人、羅州付近二三〇人等である（同書九六頁） 。さらに、全州、南原、雲峰等の主な街々は灰燼に帰したといわれる（同書九四 この農民殲滅戦争で、 日本軍は朝鮮民衆 間に「万人の恨み」を残してきたといわれる（同書、一一二頁） 。　
同書、一一二頁。深い「恨み」が「朝鮮民族の心に穿たれ」たといわれる。
　
日清戦争による日本兵の死者・廃疾者一万七千人 軍費二億四七万円の犠牲を払った。 『近代日本総合年表』一四 。
　
三国干渉はロシアが中心になって行なった。ロシアは、清国に見返りを求めた。見返りとして、実現したのが、中東




































日本軍は、 イギリスの要請もあって、 列強中最大の二万二千人の軍隊を派遣し 『岩波日本史辞典』 三二七ページ参照。
　
日本軍は 鎮圧の中心的役割を果たすことによって、 「極東の憲兵」という評価が定着した。 「いいかえれば、反
帝国主義的民族運動の抑圧者としての実力を示 こと 、帝国主義陣営の一翼に参加したのであり、明治政府の指導者たちもこの点を明確に自覚したのであった。 」古屋哲夫『日露戦争』中公新書、一九頁。また、義和団事件の講和会議で、日本は初めて欧米諸国の側に席を占めた。 「それはいいかえれば、極東における帝国主義の側の一員になっ ということでもあっ 。 」同書、二〇頁。　
義和団は七月四日にロシアが建設中 東清鉄道を奉天付近で爆破した。この事件をきっかけにして、ロシアは東部シ


































































































































































































































　『重慶爆撃とは何だったのか』高文研、三四頁。焼夷弾も使用された（同書三、 三五頁）参照。一九四〇年以降は細菌爆弾も落とされたといわれる。 湖南省常徳ではペス 菌をもったノミが投下され、 ペストが流行したと伝えられている （同書三九、 四〇頁） 。森山康平『日中戦争の全貌』河出文庫、六五頁以下参照　この間の事情は、笠原十九司『南京事件』岩波新書、五六
－ 七二頁参照。上海から南京まで約三〇〇キロあるが、日
本軍は食糧と軍馬の飼料のほとんどを現地で調達していた。南京市の面積は東京都、埼玉県、神奈川県を合わせ 面積とほぼ同面積で、人口は城内が一〇〇万人、その他近郊農村部六県が一五 万人の合計二五〇万人と言われる。南京事件は
 この全域で起こった事件（笠原同書八二、 八三頁） 。また南京市を攻略した中支那派遣軍は二〇万人（同書九四頁） 。























上海戦での予期しなかった苦戦（一一月八日までに戦死九一一五名、戦傷三万一二五七名）の結果、中国兵に対する敵愾心が高まっていたこと（ 「戦友の敵」 「憎い敵」 ） 。②日本軍将兵の敵愾心は、 一般民衆（一般民衆も激しい抵抗を行なった）にも向けられたこと（民衆を敵とみなすことや、家屋の焼却を指示した部隊もあったこと。③補給が十分ではなく、食料の現地調達が行なわれる が多かったこと（一八
－ 二〇頁） 。古屋哲夫は、 ①物資補給を現地で行なっていたこと。






もうひとつのピークは、一九四〇年五月から九月にかけ の連続一一二日間の空襲だった。 「絨毯爆撃」も行なわれた。六月二八日の爆撃は正午過ぎから一二〇機が焼夷弾千発以上を落 して、消火でき いほど火災が広がったと伝えられている。同書六五、 六六頁参照。重慶爆撃については、森山康平『日中戦争の全貌』二 七 以下も参照。　
森茂樹「北部仏印進駐」 、吉田・森・伊香・高岡編『アジア・太平洋戦争辞典』 、吉川弘文館、六〇八頁。
















































拉孟には慰安所があった。そこではビルマ人、朝鮮人、日本人が働かされていた。ビルマ人については、 「有夫の女」が三・四人いたという。夫ともども軍に雇われていた。 「有夫の女は、 夫の視線のなかで兵たちの性欲の吐け口に使われた。 」朝鮮人は 「将校クラブ勤務」 とか 「挺身奉仕隊」 など 「 『お国のため』 」 という 「 っこよい触れ込みに欺されて集められた。 」一九三―二〇〇頁。　
この作戦は、本来、南方との物資や人員の輸送を目的として計画されたものであっ が、そ 目的の達成 不可能と
して放棄され、敵の航空基地破壊に限定して行なわ た。しかし、アメリカ軍は、さらに奥地 成都 基地を利用して、六月一六日に八幡製鉄所爆撃を実現したために、大陸打通作 の目的そのものが成り立たなくなっ 木坂前掲書、三二二頁以下、森山前掲書三二四頁参照。　
戦争中沖縄や朝鮮半島はじめ日本の占領地域では「皇民化政策」が行なわれた。沖縄の「方言札」はその一例。また
















































































トレルチ（西村貞二訳） ドイツ精神 西欧 筑摩叢 、九 一〇 四、 一六頁。
　
トレルチが指摘するように、第一次大戦後のドイツでは近代自然法思想が歴史主義によって否定されていた。しかし、








































[（] 「現代」 、一二二、 一二三頁。
　
トーマス・マン『ドイツとドイツ人』岩波文庫、一九頁。
　
同書、三一頁。鶴見俊輔は「日本政府によって教え込まれた思想」 、すなわち、 「現人神としての天皇の不謬性を中心
とする国体観念」は、日本人の「心底に蓄えられた潜在的記憶」になって残っている、と指摘している。鶴見俊輔『戦時期日本の精神史』岩波書店、七〇、 七一頁。
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